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★後期部別大会【家庭婦人の部】★ 

2/5、2/11、2/12 各会場にて今年度最後の公式戦になります後期部別対抗戦が開催され
ました。部別大会は 力に差がないのでどこの会場もフルセットが続出して 最終試合が
終わって本部役員が体育館を出るのは夜の７時頃という感じでした。 
２試合して１勝で維持！２勝すれば昇格！２敗すれば降格！ 
（１部のみ２勝すれば優勝決定戦有り） 
くじ運も実力？！部別は抽選会から気合いが入ります。 
２勝するってなかなか難しいですね。    （広報部 バレ美） 

↑１部 優勝 葵クラブ 

↑１部 準優勝 TOM クラブ 

＜優勝コメント＞ 
今回もたくさんの応援をいただき 
ありがとうございました。 
前期部別に引き続き優勝することがで
き、大変嬉しく思っております。 
２ヶ月ほどで春の区民大会が始まりま
すので、足りない部分を修正し、優勝目
指して頑張ります。 
 （葵クラブ主将  土居 美幸） 

決勝戦の様子と表彰式 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑2 部 優勝 jam berry ↑2 部 優勝 二亀クラブ A 

『ベンチも応援のメンバーも一つになっ
て戦った試合でした。チームワークで勝ち
取った１部昇格です！』 

『やっと１部に返り咲くことができま
した。とても嬉しいです』 

 ＜１部決勝戦観戦記＞ 
１部のみ行われる決勝戦。 
今回は前期後期と部別での二連覇のかかった葵クラブ VS 
新旧交代で若い力が炸裂する TOM クラブの対決でした。 
今回も決勝戦にふさわしく大熱戦の末フルセット。 
パワフルで華のあるレフト（オープン）対決！！！ 
超クロスを決めたら、負けじと超クロスを決め返す 
見応えのあるゲームで『打ったら打ち返す！倍返しだ！』と 
テレビで聞いたことがあるようなセリフが聞こえてきそうなそんなゲーム展開でした。 
華やかなアタックに目を奪われがちですが、そこに至るにはボールを床に落とさないこと、そして
ボールを繋いで攻撃に結びつけるという過程があり、床に落ちそうで落とさない床すれすれでボー
ルが上がり繋がるというプレーやどこからでも正確な二段トスが上がり攻撃に結びつく技術は素
晴らしく見ていて勉強になりました。 
そしてあとは・・・１球や１点に対する選手達の執念ですね。 
決勝戦を見ていて久しぶりに興奮しました。 
観客席で観戦していた人達も思わず身を乗り出して見てしまうほど、両チーム共に力を十分に出し
切ったのでは？！と思えるような素晴らしい決勝戦でした。      （広報部 バレ美） 
 

～各部昇格チーム紹介～♡♡♡喜びの笑顔とコメント♡♡♡ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑４部 優勝 東砂クラブ ↑４部 優勝 SG クラブ 
『チーム 11人一致団結で 
    勝利しました！』 

『みんな一つになって 
      頑張りました！！！』 

↑3 部 優勝 コスモスクラブ ↑３部 優勝 WHITE 

↑5 部 優勝 NOAH ↑5 部 優勝 愛宕クラブ
B 

『次は２部優勝目指して頑張る～！』 
『今日が最後のメンバーがいたので、みん
なで力を合わせて２部に上がれて本当に良
かったと思います！』 

『チーム仲が良いのが取り柄なので、 
  この勢いで上を目指します！』 

『１点の重みを実感した大会でした。 
  順調に上がってきているので、 
    さらに上を目指します！』 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑８部 優勝 二亀クラブ B ↑８部 昇格 レインボークラブ 

『とても嬉しいです。 
みんなで練習に励みます。』 

↑７部 優勝 あゆみクラブ ↑７部 優勝 さつきクラブ C 
『念願の勝利でした。 
また次の一勝目指して頑張ります！』 

『みんなの力が一つになって、やっと上がれま
した。夏の部別でもぅ１部上がりたいです！』 

↑６部 優勝 KMC ↑6 部 優勝 BEAMS 
『今回の昇格は印象深いものとなりました。 
これからも頑張って上を目指します！』 

『全員が一丸となって頑張った結果が出て
良かったと思います。これからも精進して
いきます』 


